
令和７年度 学校評価実施状況報告書 

１ 学校評価の流れ 

年度当初に「教育方針」の理念、教育目標、重点項目を踏まえて、それらの実現に向けて各校務分掌・学年

団・教科・学科がそれぞれ重点目標と具体的方策を設定した。評価にあたっては、自己評価としてそれ

ぞれの重点目標がどの程度達成できているかを問う形で、２回の評価を行った。10 月に上半期におけ

る取り組みに対する中間評価を行い、２月下旬には下半期を加えた年間評価を実施した。保護者からの評

価や教員間での相互評価を得るために、12 月に保護者および教職員を対象にそれぞれアンケートを実

施した。 

それらの集計結果等を参考に、１月下旬には各校務分掌・学年団・教科・学科が今年度の成果と課題

を総括し、来年度に向けての改善策をまとめた。また、２月13日に学校評議員会（学校関係者評価）を

開催した。学校評議員会では、学校の取り組みについて紹介し、保護者アンケート・教職員アンケート

の調査結果について説明した。また、説明や資料を基に今年度の学校の取り組みに対する意見・感想を

いただき、今年度の学校評価を終えた。 

《学校評価年間計画》 

生 徒 保護者 職 員 学校評議員 

４月 ・委嘱

５月 ・授業評価の項目検討 ・ＰＴＡ総会

（前年度評価結果）

・公開授業アンケート

・学校評価

年間計画策定 

・学校自己評価

重点目標等策定 

６月 ・第１回学校評議員会

（学校評価年間計画）

７月 ・授業評価

・学校生活に関する

調査（第１回） 

・学級懇談会

・教科書選定

（ＰＴＡ役員代表）

・授業評価分析

・教科書選定
（学校評議員代表）

８月 ・授業評価報告

９月 ・総合祭 ・総合祭

１０月 ・学校教育評価

項目検討 

・学校自己評価

（上半期）

１１月 ・公開授業アンケート ・公開授業アンケート

１２月 ・学校生活に関する

調査（第２回） 
・学級懇談会

・学校教育評価実施

・学校教育評価実施 ・学校関係者評価

項目検討 

１月 

２月 ・インターンシップ
アンケート
（工業科２年）

・学校教育評価
結果報告 

（ＰＴＡ理事会） 

・学校自己評価（年間） 

・成果と課題、
改善策の取りまとめ

・第２回学校評議員会

（学校関係者評価）

３月 ・HP で学校教育評価

結果を報告
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２ 評価結果のまとめ 

（１） 学校自己評価結果
各校務分掌・学年団の今年度の取り組みに対する自己評価結果は、年間では、「３」＝「だいた

いできている」が多かった。生徒指導部では、「２」＝「ほとんどできていない」から変化はな

いが、昨年度から女子生徒の服装、化粧の指導等の指導面での課題が残っていた。指導方針を保護

者に知らせ、段階を踏んで指導を徹底することで進めていった。それにも関らず、懲戒まで至る

生徒がおり、規範意識が低い生徒もいた。今後の対応としては、保護者にも協力をいただけるよ

う連絡を密にとり、連携を深めていくことが必要である。 

各教科での今年度の取り組みに対する自己評価結果は、年間では、３＝「だいたいできている」

が多かった。その中で、電気科は、「４」＝「よくできている」という結果になっている。授

業や資格取得の指導を行い、日々の課題の検討や個別指導の対応などができていたためである

と考えられる。 

総合祭では地域の方々に多く来ていただくことができ、本校の教育活動を見ていただくこと

ができた。また、それ以外の行事でも従来と同等な行事の実施することができた。また、授業活

動では教室内に設置された大型プロジェクタやタブレット等のICT機器を多くの先生が活用して、

生徒の興味・関心を高め、効果的な授業を実践することができた。 

(２) 学校教育評価（保護者アンケート）の分析と考察
686名中243名回答  回答率35.4%

全体的に「Ⅽ」＝「あまりそう思わない」～「Ｅ」＝「判断できない（わからない）」の

割合が減少している。このことについては良い傾向であると思われる。保護者のご意見で

多かったのが、「体育祭を公開にして欲しい」というものが複数あった。このことについて

は、教員の中では、非公開にするほうが良いとの意見が多数であった。理由としては、部外

者の入構が無ないことから、安全面が確保されることや、保護者が立入区域以外に侵入する

ことがないことが主な理由であった。ＰＴＡの役員の方とも相談をして、保護者の協力をい

ただけるのであれば考えるという方向で進めていきたいと考えている。

昨年度と同様に、校務分掌、学年団の取り組みについて、すべての質問項目に対して、「Ａ」

＝「そう思う」、 「Ｂ」＝「だいたいそう思う」の肯定的な回答がほぼ８～９割であった。しか

し、「Ｅ」の回答が昨年度より高くなっており、昨年度と同様、人権・同和教育部や教育相談部、

教育研究部が高くなっている。Instgram、Facebook、ホームページを活用した情報発信などを行っ

ているが、発信した情報を見ていなかったり、教育相談部のように必要としている生徒への対応が

中心であったりするため、個人情報を含む場合が多く、保護者へ情報を届けにくいため、「Ｅ」の

回答が増えたと考えられる。

保護者の意見の中に、学校公開日の日数を増やして欲しいことや選択授業の調査時期についてのご

意見をいただいた。１月の職員会議でアンケートの状況や意見を説明し、共有した。今後、改善で

きる部分については担当する校務分掌に検討してもらい、改善を進めていきたい。

今年度も省力化、省資源化のためにアンケートをインターネット上のＷｅｂ入力で行い、教員の

集計業務は省力化している。特に ３年生の保護者アンケートの回答率が非常に低かった。アンケ

ートの実施について Classi 等を利用して、保護者に通知し、１年生、２年生は懇談の中でもアン

ケートの周知を行った。３年生については、該当者だけの懇談だったため、周知があまりできなか

ったため、アンケートの周知方法について、改善する必要がある。

(３) 学校教育評価（教職員アンケート）の分析と考察
72名中、59名回答  回答率は、81.9％

全ての校務分掌において「Ａ」の割合が上昇していることは評価できる。どの分掌も「Ａ」

と「Ｂ」を合わせると80％の後半の割合には達しているので、活動については肯定的であっ

た。さらに、６.進路指導部、７.人権・同和教育部、11.事務部においては、「Ｄ」＝「まっ

たくそう思わない」、「Ｅ」の割合が０で非常に評価が高くなっている。昨年度は、事務部

だけが「Ⅽ」～「Ｅ」の割合が０であったが、今年度は、３つの分掌でそうなっているので、

良い傾向になっている。
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生徒指導部のところでは、学校だけでの生徒の指導は難しい。家庭で指導すべきという意
見もでている。 

　３年団のほうでは、放っておいては、何もしない生徒もいると同時に、書類等でも不備
があったり、期日に遅れたりするなどの事象がでている。指導に時間がかかる生徒に適宜

声をかけていかなければならない。「本校の教育活動をより良いものにするためのご意見

やアイディア」では、会議を少なくし、時短で行う提案や職員会議の内容について効果的

な運用を求める内容が記載されていた。今後取り入れていきたいと考えている。各評価項

目は、ほとんど昨年と比べ、評価は向上している。 

職員間では、ICT化によるタブレットの使用の問題点やスクールミッション、スクールポリ

シー、グランドデザイン等を共通理解し、話し合いの場を持つようにしていきたい。

（４） 学校関係者評価
評議員の方々については、全体が、よく見えていないので答えることができないと言われた。た

だ、高校の授業を見る機会は、ほとんどないので大変新鮮であったようである。評議員の中には、 

毎日ホームページを閲覧してくださっている方もおり、更新頻度をあげて欲しいとの意見をいただ 

いた。 

３ 次年度の課題 

(１) グランドデザインと学校行事を関連付けて全ての実施要領の中に「観総で育む７つの
力」からいくつか該当すると思われる項目を記載することとし、評価につなげていく。

(２) 来年度もホームページや保護者用サイトへの投稿を増やし、本校の教育活動を知っても

らえるようにする。

(３) Webアンケートで実施による保護者の回答率を上げるための工夫をする。

3




